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フランシス・フォード・コッポラやサミュエル・フラー、ベルナルド・ペルトルッチ、フィリップ・ガレルらから絶大な支持を受け、また海外はもとより日本でも特集上映が組ま

れ熱狂的なファンが多い、現代イスラエルを代表する鬼オアモス・ギタイ。本作は、 1973年のヨム・キプール戦争（第4次中東戦争）で乗っていたヘリコプターが撃ち落さ

れ九死に一生を得たギタイ監督が、イスラエル映画としては破格の8億円の製作費をかけて、自らの強烈な記憶を長年の思いの末に映像化したものである。

そこに描かれるのは、従来の戦争映画にありがちな戦闘シーンの応酬といった類のものではない。それは、自ら敵に銃を向けることはないものの、前線で戦争という＂悪

夢＂に直面する救急部隊に配属された人々の物語であり、無秩序の中で感じる焦燥感や無力感、嫌悪感、疲労感、そして何より、錯乱してしまうほどの恐怖に苛まれた人

間としての戦争である。ギタイ本人の実体験に基づくだけあり、ドキュメンタリーさながらの力強さを持つが、だからと言って個人的なセンチメンタリズムに浸っているわけ

ではない。それは戦争の感覚的体験を観客に共有させようとするものであり、実際のイスラエル軍から借りた戦車やヘリコプターを用いて、実戦さながらに戦場を襲う爆

破シーンは圧巻である。アラン・タネールやダニエル・シュミットの撮影で有名なレナート・ベルタの力も得て、こうして、かつて誰も描こうとしなかった戟争のリアルな姿が

描かれた本作は、時に観ているものをも悪夢へと突き落とすだろう。

劇場映画としては日本初登場となるギタイ監督の渾身作が、

今秋ついに日本上陸となる！

2/23（土）より衝撃のロードショー！［唱十；阪港地下T鉄f中央：；本：
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